
部長 鬼塚 紀子 

（令和４年度） 

活動のご紹介  ～令和 4年度活動より～ 

                               

 『きずな』でつなぐ 女性の輪  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

あいさつをする鬼塚部長 

JA粕屋 女性部 

令和４年・令和５年度三役・支所部長 

退任のあいさつをされる鬼塚部長 

活動スローガン 

 

１． 次世代へ食生活の大切さを伝え、食品ロスを無くそう 

２． 環境とくらしを守る活動をしよう 

３． 仲間とともに自主的に楽しく活動しよう 



「ＪＡ女性　想いをひとつに　みんなでＨａｐｐｙ🍀」のスローガンのもとに、少しずつではあり　

ましたが、１年間活動してきました。

　女性正組合員加入推進運動は、新規に34名の加入があり、現在1,664名で加入率35.6％となって

おり、毎月の役員会で現状報告をしています。

　毎月の役員会では「家の光」読書会を行い、記事活用で色々な手芸品を作って「家の光愛読者大

会」にて展示して好評でした。

　８月にはＪＡ役職員との意見交換会を行い、今後の活動に向けて有意義な意見交換となりました。

また、青年部との合同活動で山田小学校の稲刈りを行い、併せて作業着のモデルにも挑戦し、広報

誌にも紹介されました。

　食品ロスを減らす取組みとして２月にフードドライブを行い、沢山の協力をいただき、ふくおか

筑紫フードバンクと久山町社会福祉協議会に届けました。

　「ＪＡ福岡県女性協議会創立70周年記念大会」において、県下女性組織で「おもいやり」の歌の

手話リレーをしました。

青年部合同活動（山田小稲刈り10月20日）

令和４年度　ＪＡ粕屋女性部活動報告

【 組 織 活 動 】

家の光記事活用作品展示（9月14日） 「おもいやり」の歌 手話リレー

フードドライブ実施（2月13～15日）

 

 

 

 

 

 



 

　女性部員の健康増進のために、7月に婦人ガン検診、1月に腹部超音波検診と大腸ガン検診を実施

しました。総数257名の受診があり、健康管理に役立っています。

　健康大会は、例年駕与丁公園のウォーキングを行っていましたが、新たな試みとして軽スポーツ

に取り組みました。東京パラリンピックで広く認知されたボッチャをはじめ、輪投げやスカットボ

ールに挑戦し、とても盛況で笑顔の絶えない大会となりました。

　ブロッコリー、キャベツ苗の自給運動に力を入れ、みそ材料や酒粕、あったかファミリー商品

の共同購入にも取り組みました。また、新型コロナウイルス感染防止に努めながら、自給用のみ

そ作りやお正月ガーデニング教室を再開することができました。

　農業まつりは３年ぶりの開催となり、バザーコーナーでは、「ひさやま牛」「元気つくし」を

使った牛丼を提供し、粕屋産農畜産物のＰＲに努めました。女性部活動紹介コーナーでは、作品

展示や即売を行いました。

　また、食の安全・安心「地産地消」を呼びかけながら、年２回親子食育教室に取り組みました。

８月に米粉や粕屋産野菜、手作りトマトケチャップを使った「ピザ作り」、１月にはエーコープ

むしパンミックスを使った「どら焼き作り」を実施し、延べ35名の参加があり大盛況でした。

　

【 健 康 活 動 】

乳ガン・子宮ガン検診（7月21.22日）

【 営 農 生 活 】

第36回粕屋農業まつり（12月4日）

 親子食育教室「ピザ作り」（8月20日）

  健康大会（10月14日）

お正月ガーデニング教室（12月7.8.9日）

 親子食育教室「どら焼き作り」（1月21日）



　本所サークルや支所・支部活動については、三密を避けるなど感染防止対策をして、部員や

支所職員との交流を深めました。

　９月には「家の光三誌」へのご愛顧と感謝をこめて、「第33回家の光愛読者大会」を開催し

講師に大分観光特使の矢野大和氏を招いて講演会を実施しました。また、家の光記事活用作品

の展示を行い、参加者の関心を集めました。

　11月のふれあいの旅は、「秋の久住高原日帰り旅行」に行き、美味しい食事や九重夢大吊橋

九酔渓峡の紅葉を満喫しました。３年ぶりの旅行で皆さまにとても喜ばれました。

【 生 活 文 化 】

職員合同支所活動（久山ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ）

ふれあいの旅（11月11.14.15日） ふれあいの旅（11月11.14.15日）

支所活動（須恵苔玉作り）

本所サークル（パン・お菓子教室） 第33回家の光愛読者大会（9月14日）

 

 

 

 

 



 

　「ＪＡ女性　想いをひとつに　みんなでＨａｐｐｙ🍀」の

内容をふまえ、学習会の開催や情報の提供などを行い、ＪＡ

女性部組織の個性ある活動を支援、安全・安心な食と農の支

援、国消国産の推進、健康の充実をはかります。

　ＪＡ女性組織メンバーは仲間です。地域や仲間とつながり

を持ち、一人ひとりが何ができるかを考え、協力し合うこと

で、自らも輝き、思いをひとつに目標の実現に取り組みます。

・あったかﾌｧﾐﾘｰ商品の

3月
酒粕注文

2月

1月
腹部超音波検診 親子食育教室

大腸ガン検診（検便のみ）

12月
お正月ガーデニング

11月
粕屋農業まつり ふれあいの旅

10月
健康増進企画

9月
自給苗の配布 家の光愛読者企画

8月
親子食育教室

7月
乳ガン・子宮ガン検診 みそ材料注文

（ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ・ｷｬﾍﾞﾂ)

6月

5月
支部長・班長合同会議 自給苗の注文

4月
第41回女性部通常総会 年間ｶﾀﾛｸﾞ・注文書配布

　　（フードドライブ実施）

・組織体制の見直し検討 　購入推進

・健康活動 ・みそ加工 ・各支所での家の光

・食品ロスを減らす運動 ・親子食育教室 　 記事活用運動

年
　
間

・女性組合員加入推進 ・女性部員健康増進 ・国消国産推進運動  ・支所、支部、サークル

・家の光推進運動 　 企画・開催 ・自給運動 　 グループ活動の充実

・青年部との交流会

令和５年度　ＪＡ粕屋女性部活動計画

年　間　計　画

《基本方針》

部会 組　　織 健　　康 営農生活 生活文化

部長 横大路 恵子
（令和５年度）


